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アーク溶接等特別教育インストラクター養成講座受講報告
技術部第技摘室 山森英智
はじめに
平成23年8月8日から 11日までの3日問、アーク熔接等特別教育インストラクター養成講座を受
精してきたのて報告する。
1 受講目的
アーク溶接作業については、技能講習修了者や作業主任者の選任が法令で義務づけられておらず、ア
ーク溶接に従事する作業者に対する特別教育が必要とされているのみである。受講した講座の趣旨は、
特別教育を実施する指導者の動成であり、溶接の技術を習得するというよりは、安全衛生面の知識の習
得に主眼を置いていた。
現在、機械科の学生を対象とした機械工作実習を行っているが、その中でアーク溶接も指導している。
学生が安全にアーク溶接を行えるよう、指導する側もしっかりとした知識を得て、今後の実習に活かす
ことができ大変有用だと考え、本講座を受講し丸
また、マグ溶接機導入の調査、検討も行った。
2 施設概要と参却晴
学構科目の会場となった安室街生教育センタ一日可内
長野市)は、大阪府南部の山あいにあり、労面接記長衛生
に関する指導者や専門家を養成することを目的として旧
労働省(現厚生労働省)により設立され、中央労働災害
防止協会がその運営に当たっている。本講座の他、 RS
T講座及び、衛生工学衛生管理者講座など様々な講座を
開設している。本講座を受講していた際にも、 glJの教室
で局所排気装置等定期自主検査者研修が行われていた。
実習作業の会場となったの}立パナソニック溶接システ
ム掛5':!.封土のFAテクニカノレセンター(豊中市)で明富
専用の作業場が設けられていた。ここでは、世;員の研修
も行われている。
参加者は18名で、産業用ロポット、安全衛生コンサ
ノレタント及び鉄道関係等の様々な業種の方が受講されて
いたが、建築及び造船関係の安全衛生担当者が多くの割
合を占めていた。また、参加者の多くはアーク溶接作業
が未経験の方もしくは、作業経験が少ない方遣であった。
大阪安全衛生教育センター
パナyニック溶接システム
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講師として、教育センター職員が2名、即占の溶接機メーカーが2名、大学の保健士が1名の普十5名
で講義をして頂いた。講師の中の1人が福井県の松岡出身ということもあり、少しお話しさせて頂いた
が、大学職員がこの講座を受精するのは珍しく、初めてではないかとおっしゃっていた。
また、実習備駒t{ナソニック諮接システムの社員2名で指導して頂いた。
3 スケジュー ノレ
1日目
-関係法令(インストラクターの役割と心情えを含むJ
・アーク溶接等に関する知識(アーク溶接等の基礎理論と電気に関する基礎知識}
・アーク溶接装置に関する知識(直流アーク溶接紙交流アーク溶接機、自動電撃防止装置等)
2日目
-アーク溶接等作業の方法衡する知識(作業前後の点検整備、溶接等の方法、災害防止)
.緊急議主主
・教育の方法
3日目
-作業実習(被覆アーク溶接、マグ溶総
4 まとめ
アーク溶接の原理の理解及び作業方法について基礎的
な知障の習得ができた。
そして、毎年アーク溶接中での事故(感亀一劇じ炭
素中毒等)で数名の方が亡くなられており、事故や災害
を防止するには保護具(マスク、革手袋等)の正しい装
着、溶接装置の保守及び、作業環境の確認(水たまりが
ない方、換気されているカ輔の徹底が箪要であること
を学んた
現在市販されているフルデジタルマグ溶接機は、材質、
ロイヤ径及び‘ン}ノレドガスを選択すれば、細カミな冒盤が
不必要で紡L者でも比樹号簡単に使用出来、感電の危蛾
性も少ないという特徴がある。講習の晶終日に実際にマ
グ溶接機を使用したが、溶接樟を用いる被覆アーク溶接
に比べてもf1"曜は容易であり、溶接の仕上がりもきれい
柄、
であった。ただ、マグ溶接間ニーズがどれだけあるのか パナyニック フルヂジタルマグ溶緩機
が不確定であるのが問題点である。 YG-GR3
